
中間報告「防災教育開発機構」

平成21年12月3日

防災教育開発機構（人と防災未来センター） 山本健一 1



【防災教育推進委員会】

神戸海洋気象台、兵庫県防災企画局、
神戸市危機管理室、神戸市消防局

【防災教育開発機構】

兵庫県教育委員会、神戸市教育委員会、

神戸学院大学、兵庫県立舞子高等学校、
人と防災未来センター

事業関係機関

研究機関、教育機関、報道機関、国際機関、
企業、ＮＰＯ、地域団体、保護者 等 2
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防災教育支援事業 【最終成果：予定】
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① 防災科学技術教育関連教材等の作成
・緊急地震速報関連教材

・GIS活用ハザードマップ作成授業

・障害者対応教材

② 教職員等対象の研修カリキュラムの開発・実施
・防災教育推進指導員養成講座プログラムの見直し

・EARTH訓練・研修会プログラムの見直し

③ 実践的な防災教育プログラムの開発･実施

・防災教育支援ガイドブック（神戸の小学校・地域連携用）

・未来につなぐ防災教育（教員向け冊子）

④ 地域の実情に応じた先進的な取組の実施
・ユース震災語り部DVD

・成果の広域普及 4



目 的
神戸海洋気象台の知見を得て、緊急地震速報が配信され

たらどう対応するべきなのかを「考えてもらう」教材を開発。

取組状況

【平成20年度】＜教材の試行開発＞

カード：それぞれに「頭を守る」「ドアを閉める」等の行動記載。

ワークシート：緊急地震速報の基礎知識の記載と、「寝ている

とき」「学校の教室」等の様々な状況の設定。

マニュアル：緊急地震速報の詳細記載と、カードとワークシー

トを使って様々な学習が可能なことを例示。

【平成21年度】

・兵庫県内小学校で実験授業を実施中。
5

緊急地震速報関連教材
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目 的
GISを活用した防災マップの作成や、地域の地震危険度評

価等を行う授業を試行し、その内容・手順等を、全国で実施
できるプログラム案としてとりまとめ。

取組状況

【平成20年度】

・兵庫県、神戸市からのGISデータ提供等によりデータ整備。

・兵庫県立舞子高校で地震災害を例に試行（２学期授業）。

【平成21年度】

・兵庫県GISデータについて、当機構HPで公開開始。

・神戸市立神港高校・情報処理科で、災害危険度GISデー

タを活用した単元の実施予定（３学期授業）。
7

GISを活用したハザードマップ作成授業





目 的
発達障害や視覚障害のある児童生徒に対する防災教育用

のマルチメディア教材の作成。

<背景>「障害のある児童及び生徒のための教科用特定図書

等の普及の促進等に関する法律」の公布(H20.6.18)

取組状況

・「幸せ運ぼう 中学生版」（神戸市教育委員会）の一部に

ついて試行的なDAISY （Digital Accessible Information 
System）化作業を終了。兵庫県内の特別支援教育関係

機関に提供し、意見照会中。

・今後も、「幸せ運ぼう」「明日に生きる」等をもとに、マルチ

メディアDAISY教材を開発予定。
9

発達・視覚障害等に対応した防災教材



弱視や、学習障害
などのニーズに対応



【平成20年度】

研修プログラムの試行見直し。

＜新設した研修（例）＞

・教材開発：教材作成､教材の紹介・防災授業での使用法の演習

※防災教育支援事業で開発した教材の活用

・心のケア：ストレス解消法を身につける等の演習

・避難所での食の支援：学校が避難所となった際の対応策を
理解するための演習

【平成21年度】

見直したプログラム（初級・中級・上級各コース）により兵庫県内で

実践中。 11

研修プログラムの見直し
【防災教育推進指導員養成講座プログラム】



【平成20年度】

研修プログラムの試行見直し。

＜新設した研修（例）＞

・語り継ぎ：震災時に教職員だった者と学生だった者の語り合い、
震災体験者と未体験者の語り合い、「ユース震災語り部ＤＶＤ」
の使用、生徒・学生との討論

・ボランティア：ボランティア参加の最低知識、子ども達にボラン
ティアの大切さを教える際の基本的考え方等の取得

【平成21年度】

・見直したプログラムにより兵庫県内で実践中。
12

研修プログラムの見直し
【 EARTH訓練・研修会プログラム】



目 的
小学校と地域が連携して防災教育を行えるよう、防災教育

メニュー及び実施に必要な事項を示したガイドブックの作成。

取組状況
【平成20年度】

・ 神戸市消防局等が中心となって、神戸市内の１２のモデル

小学校で防災学習、防災訓練の実践。

【平成21年度】

・ 上記成果を踏まえガイドブック作成（４１防災教育メニュー

の提示）｡神戸市内の全ての防災福祉コミュニティに配布。

・ 他地域でも実践可能なメニューの洗い出し。
13

防災教育支援ガイドブック
（神戸の小学校・地域連携用）
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目 的
学校現場において防災教育をどのような考えでどのように進

めていくのが望ましいかを、神戸の実践をもとにとりまとめ。

取組状況
【平成20年度】

・冊子「未来につなぐ防災教育」の作成。

※「ユース震災語り部DVD」の活用状況の紹介等も記載。

【平成21年度】

・神戸市立の全学校（幼･小･中･高･特別支援）に配布、説明。

・他地域に配布し、情報発信。
15

未来につなぐ防災教育
（神戸の教員向け冊子）
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ユース震災語り部DVD



DVDの活用
・東京消防庁の３防災館（本所、立川、池袋）で常時上映

（相談中）、全消防署（８０署）で防災教材として活用。

・兵庫県芦屋市立山手小学校で実験授業。その成果を踏

まえ、全国で使える授業マニュアルを作成中。

・神戸市立の全ての学校で防災教材として活用。

語り部の活躍

・全国各地の研修等への派遣

（例：千葉県の高校生防災パワーアップ講座）

・震災15年記念シンポジウムのパネリスト等で情報発信。

・被災地域の若者たちとの交流
17

ユース震災語り部DVD （平成21年度）



成果の全国普及

平成２０年度報告書（概要）

防災教育推進委員会資料

地域報告会等の活動概要

兵庫県防災GISデータ

（発信予定） 各種事業成果と問い合わせ先

18

防災教育開発機構ＨＰからの情報発信
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